
本品はEscherichia coli  UKT-B 株を培養して得た菌体からフェノール
法 1）, 2）によって抽出したエンドトキシンです。
ライセート試薬によるエンドトキシン検出用のコントロールスタン
ダードとしてご使用下さい。

内　　容
コントロールスタンダードエンドトキシンE. coli  UKT-B 由来

（凍結乾燥品）………………………………………… 1 バイアル（500ng）
1 バイアル当り LPS 実質重量 500ng が入っています。

（添加剤としてマンニトールとグリシンを含む）

使用方法
本品にエンドトキシンフリーの水 5mL を加えて激しく撹拌して完全に
溶解して下さい。エンドトキシン 100ng/mL の溶液が得られます。溶
解後は冷蔵保存（2 〜 10℃）で 1 ヶ月間使用できます。
上記の溶液（100ng/mL）をエンドトキシンフリーの水で順次希釈を繰
り返してご使用下さい。希釈後の本溶液はできるだけすみやかにご使
用下さい。
力価は国内標準エンドトキシン、US Reference Standard Endotoxin な
どの標準品と対比して決定して下さい。相対力価はLALのロットによっ
て変わることがありますのでご注意下さい。

ご使用上の注意
１．�ピペットその他の器具、溶解、希釈用水などによるエンドトキシ

ンの汚染には十分ご注意下さい。
２．�本品はリムルステスト以外の目的には使用しないで下さい。
３．�本品を吸いこんだりしないよう取扱いには十分ご注意下さい。

【貯　　法】　 2 〜 10℃保存

【包　　装】　 500ng（精製 LPS として）

【コード番号】 293-16541
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